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86.高齢女性の顕勤巌血管径と乱荒速度
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本研究i立高齢文殺において，鎖動紙の血管形状および鹿

管内を流れる鼠流速獲がどのように変化するか明らかにし，

日常生活の身体活動との間保を明らかにすることを接的と

した.

{方法}

対象は茨城県大洋村に緩役する女性 132名であり. 50 

議代 17名， 60議代68名， 70議代以上47名であった.

仰W，、イ立安静中，額動脈血管怒と血流速度を漉j廷した.

7.5MHzの探綾子を用いて怒菅波 s-mode法(H.P8500GP)

により撮影した堅苦像から鎖艶滋血管箆を針澱し，趨者波

Doppler法をmいて頚動鋲血液速度を溌j怒して求めた.ま

た，披検者に 2遊間ライフコーダ (SUZUKEN)を装着さ

せ，自常生活の身体活動畿(歩数，身体活動議指数(強度

と時間の捜))を讃j定した.

{結果および考祭}

類動JJK血管径はIJtJ鮮とともない有意(p<O.Ol，["=0.294) 

に大きい鑑を示した.年代別で比較すると 50議代(5.49こと

O.1mrn)に対して 70議代(6.14土O.lmm)で帯意鐙(pく0.01)

がみられた.内中膜接合体についても加齢とともに有意

(pく0.01，r-0.298)に簿くなり， 50灘代(0.62こと0.02mm)

に対して 50幾代(0.7:3:1: O，02mm)， 70議代(0.75ごと

0.03mm)は有意差(p<0.05，pく0.01)がみられた.平均重工

授速度は 50織代(47.471ニ2.5crn/s)に対して 60議代(38.3

土l.Ocrn/s)， 70歳代(36.4ごと1.3crn/s)と加齢iこともない

有意(P<O.05.pく0.01)に低下した.PulsatiUty lndex CPl} 

は加齢とともに有意(P<O.Ol)に高{穫を糸した.また，高齢

女性における日常生活の身体活動盤(歩数，身体活動盤指

数〉と Pfとの熊には存意(pく0.01)な逆指鵠がみられた.

これは，年齢の影響も含まれているので今後年齢を分けて

検討する.

以上のことから，高齢女性において加齢とともに頚動線

車管経，内中燦幾合体が大きくなって，血流速度が抵下す

ることが明らかになった.また， PIが加齢にともない高い

様を示し血管の弾性が低下していることが示唆された.そ

して，身体活動援が多い礎科は小さくなることが訴され

た.

(本研究は科学技諦庁銭興調整費で行った研究である)
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